
別表１－２ 

Broad bean stain virus (BBSV) 

（ソラマメステインウイルス） 

 

分布 

中国、イラン、シリア、トルコ、ヨルダン、レバノン、イタリア、英国、オー
ストリア、スロバキア、ドイツ、ハンガリー、ポーランド、エジプト、エチオ
ピア、スーダン、チュニジア、南スーダン、モロッコ、リビア 

 

宿主植物 

マメ科：ヒラマメ（Lens culinaris）、ソラマメ (Vicia faba) 

 

病徴及び被害 

（ソラマメ） 

１） 種子の周縁部が褐変し、壊死する。 

 

２） 葉にモザイク、壊死、奇形を起こす。 

罹病株は矮化し、さやは奇形が見られる。 

 

（ヒラマメ） 

１） 種子の病徴 

変色、縮みのあるBBSV感染種子（左）； 健全種子（右） 
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２） 株の病徴 

黄化、密生して萎縮した感染株（左）； 健全株（右） 

 

４．識別方法 

血清学的診断：ELISA及びTIBA(tissue blot immunoassay)で検出可能である。 

なお、当該ウイルスの塩基配列データが得られていないことからPCR等の遺伝子

診断は使用できない。加えて宿主範囲が狭いことから指標植物への接種試験は有

効ではない 

 

５．検疫上の注意点 

伝染方法は種子伝染、虫媒伝染（ゾウムシ科 Apion vorax、Sitona spp.（S. 
lineatus、S. crinitus））、汁液伝染及び接ぎ木伝染。 
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